
［実施報告書］ 

学校読書活動の取組【向日市立西ノ岡中学校】 

１ 実践テーマ 

生徒の読書意欲を喚起し、本との出会いを大切にし、読書の楽しさを味わえるようにする。 

２ 学校の概況や生徒の様子等 

 本校は向日市最北に位置し、京都市と隣接している。生徒数は１年 115名（３学級）、２年 134名（４

学級）、３年 128名（４学級）、特別支援学級３学級の中規模の学校である。学校教育目標は「人権尊重

を基盤とし、社会で自立・共生するための力を育て、社会に貢献できる生徒を育成する」とし、重点項

目として(1)確かな学力の育成(2)豊かな人間性の育成(3)健やかな身体の育成(4)学びを支える教育環

境の整備の４点をあげ、教育活動を推進している。特に（2）豊かな人間性の育成において、読書活動を

全校で取り組む中で、生徒の主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善に生かすとともに、生徒の自

主的、自発的な学習活動や読書活動の充実を図りたい。 

３ 実践内容 

（１） 朝読書 

毎朝８：30～８：35の時間で全校一斉の読書時間を設

定している。 

どの学級でも集中し、 教師も一緒に読書をすることで

一体感のある雰囲気で取り組んでいる。 

本校では、例年朝読書の取組や読書冊数のアンケート

を実施しており、朝読書の取組に対して１、２年生は

90％以上が肯定的で、３年生は 80％以上が肯定的であっ

た。平成 24年度から全校で取り組んでいる朝読書が生徒

たちの中に浸透しており、今後も継続してアンケート等

を実施しながら、朝読書の活動時間や内容などを見直

し、生徒が前向きに朝読書の活動を続け、読書に親しむ

ことができる環境作りに努めたい。                 （アンケート用紙） 

また、読書冊数のアンケートでは、学年、学級ごとの不読率や学校全体の朝読書への意識をまと

 



め、校内研修で交流し、本校における読書活動の改善に役立てた。 

  

      （朝読書アンケート結果）          （読書冊数アンケート結果） 

 

 

 

 

 

 

（朝読書の風景） 

 （２） 図書室運営 

図書室は生徒が生き生きとした学校生活を送れるようにするために、また、生徒のストレスの高ま

りや、生徒指導上の諸問題への対応の観点からも、学校内に「心の居場所」としての機能を充実する

ことが重要であると考え、毎日昼休みに図書室を開館している。図書加配及び本市教育委員会から配

置の図書館支援員で図書室の開館管理を分担し、毎日途切れなく、図書室の管理に携われるようにし

ている。 

生徒が入室しやすい環境作りとしては新着図書やシリーズ本のコーナーなどを設け、 興味を引き

やすい配架を行い、生徒は「心の居場所」として、落ち着いた雰囲気で図書室を活用することができ

た。 

図書の購入・登録・配架は図書支援員と相談しながら実施している。本校図書支援員が向日市図書

支援員会議に参加し、他校の支援員と交流を図り、他校の配架状況も確認しながら、必要な図書の購

入等をすすめた。 

放課後や長期休業等の開館時間については、ボランティア等の人材確保が新型コロナウイルス感染

症拡大の影響もあり進んでおらず、今後の検討事項である。 
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      （図書室前の掲示） 

 

                              （書架のポップ） 

(３) 学級文庫への貸出 

学級文庫に図書室の本を貸し出している。朝読書の本を選ぶときに活用している生徒が多い。 

定期的に図書委員による選書を行い、 様々な本を手に取れるようにしている。 

(４) 図書委員会による活動 

生徒が主体的に図書室運営に関わることで、より一層生徒の自主的、自発的な学習活動や読書活動

を充実させることができた。 

図書委員会による活動は次のとおりである。 

・昼休みの図書館開館および貸出・返却 

・生徒におすすめしたい本を紹介するＰＯＰ作り(前期・後期で 

１回ずつ) 

・学級文庫の本の定期的な入れかえ 

 

 

 

 

 

 

(５) 授業での利用 

入学時に国語科の授業で図書館利用のオリエンテーションを行っている。また 、特別支援学級で

は、ことばや文章、本に積極的に接し、読み、書き、表現する力を高めるために、授業における積極



的な読書活動の導入を図るために図書室を活用している。 

 

(６) 図書館通信の発行 

学校図書館がもつ、「読書センター」「学習センター」「情報センタ 

ー 」としての機能のうち、「情報センター」としての機能を生か 

すべく、月に１回程度 、 図書館通信を発行している。図書室に新しく入った本やおすすめの本を

紹介し、普段図書室に来室しない生徒にも配布することで、読書啓発を行っている。 

 

４ 成果と課題 

（成果） 

・図書館教育部を中心にアンケート等の結果を踏まえて、朝読書の時間や形態などを改善できる体制作

りに努め、「やらされている」ものではなく、自ら進んで「取り組んでいる」ものとして読書が位置づ

けられ、読書が学校のよりよき「文化」として浸透している。 

・図書支援員が向日市教育委員会から配置されているおかげで、図書加配及び図書館教育部と連携を図

ることで、日々の図書館運営が円滑に行われ、蔵書の追加についても本校だけで考えるのではなく、他

校の状況も把握しながらすすめることで、生徒にとって非常に満足のいく新刊の配架が行えた。 

（課題） 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため図書ボランティア等の活用がすすめられておらず、次年度

については、感染状況や対応の状況等に鑑みながら活用をすすめていきたい。 

・授業での活用に課題があり、国語科を中心に「ビブリオバトル」などの取組をすすめ、読書意欲の向上、

読書に親しむ態度や「ことばの力」の育成、読書習慣の形成などに努めていきたい。 

  


